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火をともすのに

石油をつかったため、

ホヤには黒いすすが付きました。
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油皿に入れた油を

燈芯にしみこませ、

火をともしました。

夕方になり、周りが少しずつ暗くなっても、

みなさんはスイッチひとつで電気をつけ、

昼間と変わらない明るさの中で過ごすことが

できます。

電化製品のない時代、人々はあんどんやラン

プのあかりで夜の時間を過ごしていました。
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炭火アイロン
炭火の熱で布のしわをのばすアイロンです。

火鉢やいろりで火をつけた炭を火箸で取り出

し、アイロンの中に入れます。

しわをのばしたい布を霧吹きでぬらし、

熱くなった炭火アイロンをかけました。

中の炭がよくもえるように

トンネルや空気穴から

たくさん空気を取り込みました。

すみび ねつ ぬの

ひばち ひ すみ ひばし と だ

なか い

ぬの きりふ

あつ すみび

なか すみ

くうきあな

くうき と こ

すみび



そのむかし、知多市の沿岸では海苔づく

りが盛んに行われていました。寒さがきび

しい冬、冷たい海の中で収穫作業が行われ

ました。干潮の時をねらって小舟で海苔場

へ向かいます。胸のあたりまであるゴム長

をつけ、「海中下駄」と呼ばれる鉄製の高

下駄をはいて海底に下ります。海の中を歩

きながら、「海苔そだ」につい

た海苔を収穫します。こごえ

るような寒さと危険の中で

の作業でした。

海中下駄

はじめは木で作っていたけど、

安定性の良い鉄の下駄になりました。
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全長15メートル、幅３メートル、帆柱ま

での高さ約12メートルの船です。

大きな帆に風を受けて、その力で網などを

引っ張りおさかなをとりました。

昭和30年ごろから、この近くの海に出て、

親子や兄弟など２、３人で漁を行いました。

打瀬船

大きな帆が特徴

魔除けのもよう
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やぐらこたつ

上からかけるふとんが

よく焦げたそうです。

木でできたやぐらの中に、炭火を入れた

鉄製のいれものを入れて、上から布団をか

ぶせて使いました。

みなさんのおうちには、どんな暖房器具

がありますか。

きっと、やぐらこたつより安全に、体を

温めることができるでしょう。

き なか すみび い

てつせい い うえ ふとん

つか

だんぼうきぐ

あんぜん からだ

あたた

うえ

こ



氷で中のものを冷やす冷蔵庫です。

昭和30年代に電気の冷蔵庫が広まるまで使

われていました。

今の冷蔵庫のように冷やすことはできず、

一時的に冷蔵保存をする程度のものだった

ようです。

氷冷蔵庫
氷屋さんで買った

氷を入れます。

冷たい空気が

下に降りてきます。
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